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北勢きらら学園としての対策等 

【新型コロナウイルス感染症にかかわる重要なこと】 

 

速やかにご連絡 

ください 

自宅待機にご協力 

ください 

お子さんが濃厚接触者・接触者と認定された場合 

お子さんがＰＣＲ検査を受けることになった場合 

お子さんのＰＣＲ検査の結果が判明した場合 

ご家族（同居家族）で新型コロナウイルス感染症に罹患され

た場合 

 

学校：０５９―３２７－０５４１（代表） 

時間外の場合：緊急時間外受付０５２－９８２－９３５０ 

 

 

 

登校を控えて 

ください 

お子さんに風邪症状がある・いつもと様子が違う場合 

ご家族の方に風邪症状がある場合 

ご家族が濃厚接触者・接触者となられた場合 

 

 

 
 
 
【コロナウイルスの感染者が校内で発生した場合】 
・感染が確認された場合は、感染した児童生徒、濃厚接触者と認定された児童生徒を出席停止とし

ます（教職員の場合は、勤務しません）。 

・プライバシーや人権等に十分に配慮します。 

・県教育員会等と協議して対応を決めます。 

・教育活動中に感染者が発生したことが判明した場合は、関係機関と連絡を取り、速やかに保護者

様に連絡を入れるとともに、下校時間を早めることがあります。その際は、一斉メール等でお知

らせします。 

【お子様の体調管理についてのお願い】 

〇咳、鼻水、発熱など普段の様子と違ったり体調がすぐれなかったりする場合や、ご家族で体調が

すぐれない方がおみえになる場合などについては、無理をすることなく登校を控えていただきま

すよう、よろしくお願いします。 

〇登校時に検温し、お知らせいただいた平熱より高い場合は、別室で担任が健康観察を行います。

また、症状（咳、鼻水、発熱等）が見られた場合も別室で健康観察を行います。 

1 時間経過後体温が下がらない場合や判断が難しい場合、症状が続く場合は、保護者様に迎えを

依頼させていただきます。 

※発熱の原因が、新型コロナウイルス感染症かどうかを判断することは非常に困難であることか

【令和５年４月１１日改訂】 

新型コロナウイルス感染症に係わる自宅待機等については、その間は出席停止になります。 
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ら、発熱がある場合は連絡をさせていただきますことをご了承ください。 

○本校の児童生徒の実態を踏まえ、発病者だけでなく教職員や児童生徒本人が濃厚接触者・接触者

と認定された場合も、保護者様に情報提供をさせていただきます。 

〇登校にあたっては、検温などお子様の体調管理をお願いします。連絡帳の体調欄の記入もお願い

します。 

【学習活動】 

・学級での活動を中心とし、学部を超えた活動や集会、多数のグループが重なる活動は校内外の感

染状況をみながら実施します。 

・衛生環境を整備（空気清浄機、加湿器の設置）し、安全に十分配慮したうえで学習を進めます。

教室等は二酸化炭素測定器で二酸化炭素濃度を常時測定しながらこまめに換気し、換気する際に

は空調や衣服による温度調整など、児童生徒の体調に十分配慮します。また、児童生徒の間隔を

可能な限りあけます。 

・自立活動など児童生徒の体に直接触れる場合には、手指消毒を行います。 

・学習で使用した教材などは消毒します。 

・廊下は、右側通行とします。また、体調がすぐれない場合の別室への移動ルートや使用するトイ

レも、予め決めておきます。 

【給食】 

・教職員のエプロン、マスク、必要に応じてフェイスシールドの着用、手指の洗浄、使い捨て手袋等

による衛生管理に努めます。 

・ランチルームでの密集・密閉を避けるため、当面の間はランチルームで喫食するのは高等部のみと

し、小中学部は各教室で食事をとります。その際には、消毒など衛生管理に十分気を付けます。 

・医療的ケアの児童生徒への対応については、看護師がランチルーム、各教室を回ります。 

・安全な食事介助をすることを第一に考え、児童生徒の間隔は可能な限りあけるよう注意します。 

・歯磨き時には、できる限り側方から行い、手袋の着用をします。 

・歯ブラシは、毎日ご自宅に持ち帰らせていただきます。 

【スクールバス】 

【健康診断・身体測定】 

・検診を順次実施します。検診中は児童生徒の間隔をあけ、密にならないように人数を調整します。 

 検診の詳しい日程は、保健便りでご確認ください。 

・身体測定については、期間を長く設定しグループごとなど人数を調整して実施します。 

【教職員の健康管理】 

・検温・消毒・マスクの着用とともに、毎朝健康チェックを行って記録するなど体調管理に努めま

す。 

・健康状態に少しでも不安がある場合は、出勤を控えます。 

 

・スクールバス内での感染拡大を防ぐため、乗車時に添乗員による検温（非接触体温計）を実施し

ます。発熱がある場合は、乗車を見合わせ、登校を控えていただきますよう、よろしくお願いし

ます。 

・衣服を調整し、停車時の扉の開閉とともに、換気扇（車内の空気を放出）による車内換気を行い

ます。 

・車内の温度に留意しつつ、座席の窓を定期的に開けます。 

・登校時の到着から下校時の発車まで窓を開けて空気を入れ替えます。併せて、手すり等の消毒を

行います。 

・運転手・添乗員は乗車前に検温及び消毒を行うとともに、マスクを着用します。 

・添乗員は、介助ごとに手指消毒を行います。 
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【医療的ケア】 

・吸引・吸入時に職員はフェイスシールドまたはゴーグルを着用します。また、必要に応じて予防

衣を着用したり別室等で行ったりします。 

・ケアごとに、手袋、手洗い、消毒を徹底して行います。 

・ネブライザーの使用に際しては、できる限り他の児童生徒との距離をとったり噴霧する向きを考

えたりして使用します。特に摂食中は近くで使用しないようにします。 
 

【お願い】 

 

・学校の入り口２箇所にサーモグラフィーカメラを設置します。児童生徒だけでなく、保護者様も

来校時は、測定をお願いします。 

・来校時はスリッパをご持参ください。お忘れになった際は、学校用スリッパをご利用いただけま

すが、使用後は、スリッパ保管庫へお入れください。 

・感染症にかかわり、保護者様に緊急で連絡をとらせていただく場合があります。必ず連絡がとれ

るようにご理解とご協力をよろしくお願いします。 


